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第２５回 高山市近代文学館企画展 

鉄路が育んだ郷土の文学者 
瀧井孝作・江馬 修・福田夕咲・早船ちよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 平成２８年１０月１日（土）～２日（日） 

高山市民文化会館 ４階大会議室 

 

 

 

 

 

主催 一般社団法人 高山市文化協会 

共催 高山市 



 書  名 副  題 出 版 日 出 版 社 

＜瀧井 孝作＞    

 「日本及日本人」  明治42年11月1日 深山会 

 「ホトトギス」  明治42年  

 小説「良人の貞操」 『新潮』第35巻第6號 大正10年12月 新潮社 

 短編小説集『妹の問題』  大正11年10月 玄洞社 

 「いもうとのもんだい」の問題  （原稿） 

 短編集『風流人』  昭和5年1月 雅博那書房 

 句集『折柴句集』  昭和6年8月 やぽんな書房 

 創作集「慾呆け」  昭和9年4月5日 文体社 

 『無限抱擁』  昭和10年9月 創元社 

 随筆・感想・批評集『折柴随筆』 昭和10年9月 野田書房 

 随筆・批評集『風物誌』  昭和13年8月 砂子屋書房 

 短編集『結婚まで』 市井生活譜 昭和15年6月 砂子屋書房 

 『無限抱擁』  昭和16年2月 岩波書店 

 短編集『父』  昭和16年5月 高山書院 

 短編小説集『稚心』  昭和17年4月 小山書房 

 句集・随筆集『浮寝鳥』  昭和18年5月 石原求龍堂 

 『無限抱擁』  昭和21年1月 鎌倉文庫 

 随筆・句集『雪間の菜』  昭和21年7月 鎌倉書房 

 短編小説集『故郷』  昭和21年9月 三島書房 

 『無限抱擁』  昭和24年9月 春陽堂文庫 

 『無限抱擁』  昭和26年12月 角川書店 

 随筆「飛騨高山」 『暮らしの手帖』32 昭和30年12月 暮らしの手帖社 

 『無限抱擁』  昭和31年4月 河出書房 

(参考) 紀行文「山むこうの町」 『暮らしの手帖』72 昭和38年12月 暮らしの手帖社 

 長編小説『俳人仲間』  昭和48年10月5日 新潮社 

 「俳人仲間」直筆原稿    

 碑文 無限抱擁 飛騨の里 文学碑文  掛軸 

 俳句「乗鞍に雪光る日や蕪引」  掛軸 

 俳句「菜畑へ子供のはいる裏庇」  掛軸 

 俳句「我家に来るもの樅の葉あびたり」 大正5年9月 短冊 

 俳句「蜜柑の荷土間の高窓の二つ」 大正5年11月 短冊 

 俳句「牡蠣船から煤まるけの夕日が赤い」 大正6年1月 短冊 

 俳句「ぬれた草に落とした魚のあげられず」 大正9年 色紙 

     

＜江馬 修＞    

 江馬が発掘した縄文式土器   

 創作集『蛇つかひ』  大正3年 春陽堂 

 『地獄』  大正4年10月8日 新潮社 

 長編小説『受難者』  大正5年9月12日 新潮社 

 『幼年・少年』  大正5年11月25日 新潮社 



 書  名 副  題 出 版 日 出 版 社 

 『青年』  大正6年5月18日 新潮社 

 長編小説『暗礁』  大正8年2月20日 新潮社 

 長編小説『不滅の像』1 あこがれ 大正8年1月8日 新潮社 

 長編小説『不滅の像』2 彷徨 大正8年6月25日 新潮社 

 長編小説『不滅の像』3 新しき旅 大正9年5月28日 新潮社 

 赤い部屋（全）  大正13年5月20日 新潮社 

 長編小説『極光』(上)  大正13年1月1日 新潮社 

 長編小説『極光』(下)  大正13年5月5日 新潮社 

 小説『羊の怒る時』  大正14年10月20日 聚芳閣 

 長編小説『追放』  大正15年10月5日 新潮社 

 創作集『阿片戦争』  昭和5年1月29日 戦旗社 

 長編小説『山の民』第一部 雪崩する国 昭和13年6月8日 飛騨考古土俗學會 

 長編小説『山の民』第二部 奔流 昭和14年2月10日 飛騨考古土俗學會 

 長編小説『山の民』第三部 途上 昭和15年2月11日 飛騨考古土俗學會 

 小説『若き日の山岡鐡舟』 昭和16年12月10日 宗榮堂 

 長編小説『山の民』第一部 なだれする国 昭和24年12月5日 冬芽書房 

 長編小説『山の民』第二部 梅村速水 昭和24年12月20日 冬芽書房 

 長編小説『山の民』第三部 蜂起 昭和25年1月25日 冬芽書房 

 「山の民」直筆原稿    

 小説『本郷村善九郎』  昭和25年3月5日 冬芽書房 

 自伝『一作家の歩み』  昭和32年6月 理論社 

 『定稿 山の民』第一部 ひだ 昭和33年5月 理論社 

 『定稿 山の民』第二部 梅村速水 昭和33年6月 理論社 

 『定稿 山の民』第三部 ホヤを食う人々 昭和33年8月 理論社 

 『定稿 山の民』第四部 蜂起 昭和33年9月 理論社 

 小説『飛騨百姓騒動記』  昭和48年6月20日 北冥社 

     

＜福田 夕咲＞    

 春慶塗り盆  昭和10年代制作  

 朝凪の靄を透志てみは可山松倉山はほのかなる可も  

 墨書「竹林清酌」長歌並に反歌   

    竹林に雀はたゝき遠空は・・・   

 軸「ほとほとに・・・」    

    ほとほとにたはねられたる盆はなの桔梗の花眼にすみて白し 夕咲  

 『山づと』 夕咲第2歌集 昭和18年5月 山百合詩社 

 『山花一束』 夕咲第1歌集 昭和17年6月 岐阜県歌人協会 

 『春のゆめ』 第1詩集 明治45年 文星堂 

 蝙蝠 6・7・8編 大正2年6月～大正3年2月  蝙蝠発刊所 

 早稲田文学  明治41年3月号 早稲田文学社編集 

 自然と印象 復刻版 昭和33年8月 昭和女子大光華会刊 

 鉈削仏 創刊号 昭和8年11月 一刀三礼社 



 書  名 副  題 出 版 日 出 版 社 

 飛騨史壇 第4巻第12号 大正5年4月 飛騨史壇会 

 池之端惣助翁伝  大正12年3月 
岐阜県地方改良協會

大野郡支會 

 山都年中行事  昭和11年8月 飛騨考古土俗学会 

 椎の葉  昭和22年2月 道連吟社 

 静かなる饗宴 Ｎｏ．１ 大正13年2月 山百合詩社機関誌 

 民謡まつり  昭和4年9月21日刊 日本民踊協會 

 高山タイムス  大正3年創刊 勇伊助発行 

 飛騨短歌 第3巻第4号、福田夕咲追悼号 昭和23年8月  

 裸形 創刊号 昭和5年 裸形詩社 

 ツチグモ  大正3年 ツチグモ発行所 

 朱筆  大正15年7月 朱筆評論社 

 夕咲年譜    

 北原白秋 短冊二枚貼 夕咲(似顔絵)  白秋筆 

 旅 十月號 ふるき高山 昭和14年10月1日発行 日本旅行倶楽部 

 色紙「嶽はしら雪・・・」   守洞春 版 

   嶽はしら雪花よめすがた星はもみぢのいろかさね 夕咲 

     

＜早船 ちよ＞    

 高山の朝市   原稿用紙 7 枚 

 飛騨と緑 その生まれと育ち  原稿用紙 6 枚 

 子持ち布袋さまは・・・  昭和55年ころ  

 瀧井孝作宛 手紙・3通、ハガキ1枚  

 みどり 飛騨と緑、その生まれと育ち 昭和52年8月号 名古屋営林局編集 

 
「日本発見」第二十六号 小京都 

飛騨高山－民俗と民芸の里 
昭和56年8月 暁教育図書 

 『ふるさと飛騨』  昭和45年4月10日 新宿書房 

 『わたしの飛騨』  昭和50年2月1日 けやき書房 

 『キューポラのある街』 1～5 昭和52年2月～11月 講談社文庫 

 『ちさ、女の歴史』 1部～6部 昭和54年 理論社 

 『ポンのヒッチハイク』  昭和37年2月 理論社 

 『愛と友情』  昭和46年4月20日 ポプラ社 

 『いさごむしのよっ子ちゃん』 昭和48年 新日本出版社 

 『アケミの門出』  昭和49年3月20日 ポプラ社 

 『あすも夕やけ』  昭和51年3月30日 新日本出版社 

 キューポラのある街  昭和37年4月8日公開 日活 

 『キューポラのある街』-定稿版 昭和38年 理論社 

 銀のすゞ 大正11年8月～昭和4年3月 高山女子小児童文集 

 飛騨のわらべ歌「正月えーい！」(原稿・写真) 昭和46年 名古屋テレビ放映 

     


